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（１）人口推計

１．少子高齢化・人口減少の進行

1

人口の減少と超高齢化社会が、まちづくりを考える上での前提

出典）実 績︓国勢調査
推計値︓国立社会保障・人口問題研究所・2018年3月推計
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国立社会保障・人口問題研究所の人口推計
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１．少子高齢化・人口減少の進行

2
出典）八戸市人口ビジョン

八戸市人口ビジョンの人口推計

八戸市人口ビジョンでは2060年の人口を16.8万人と予測
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＜参考＞ 八戸市まち・ひと・しごと創生総合戦略の概要

施策 主な個別施策
地域産業の成長・
発展

①農水畜産業の競争力強化
・生産の安定化等に向けた生産者への経営支援
・新規就業者や後継者等の人材育成の充実
・当市の地域特性を活かした生産基盤の整備促進
・ブランド化や六次産業化などによる高付加価値化の促進
②中小企業等の経営強化と企業の立地促進
・産学官連携等による技術力強化や、コーディネーター活用等による企業間連携の促進
・経営改善等に向けた相談体制の充実
・経営の安定化や新事業活動等に対する資金面での支援
・積極的な情報の受発信や奨励金制度の拡充などによる企業誘致の推進
・立地企業の高度技術を軸とした新たな産業の創出産業の創出
・企業立地の受け皿となる基盤の整備
③販路の拡大と八戸港の物流機能の強化
・商談会や物産展への積極的な参加・出展による販路の拡大
・地場産品の消費拡大による地産地消の促進
・首都圏や海外でのセミナー開催などによる八戸港のポートセールスの推進
・港湾施設の整備などによる八戸港の物流基盤の強化

基本目標１ 多様な就業機会を創出する



（１）人口推計

１．少子高齢化・人口減少の進行

4

＜参考＞ 八戸市まち・ひと・しごと創生総合戦略の概要

施策 主な個別施策
雇用・起業・女性
活躍の促進

①雇用・就業の支援
・企業と求職者への情報提供を通じたマッチング支援
・企業の人材育成や求職者の職業訓練に対する支援
②起業の促進
・情報提供やマーケティング支援等の充実による起業者の育成支援
・中心商店街への新規出店などに対する資金面での支援
③女性活躍の促進
・結婚・出産・子育て期等における就業環境の改善
・女性のキャリア・アップや就業に役立つスキル・アップ等の支援
・地域や職場等、様々な場面での女性の活躍と積極的登用の促進

基本目標１ 多様な就業機会を創出する（続き）
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＜参考＞ 八戸市まち・ひと・しごと創生総合戦略の概要

施策 主な個別施策
移住・人材還流・
若者定着の促進

①移住・ＵＩＪターンの促進
・移住関連情報の整備と相談体制の充実
・若者や子育て世代等を中心とした、大都市圏からのＵＩＪターンに対する支援
②高等教育機関との連携や若者の地元定着の促進
・高等教育機関との連携による地域づくりの推進
・若者の地元定着率の向上や早期離職防止対策の推進
・海洋科学研究の分野等における政府関係機関の一部機能移転の促進

アート・スポーツ・
中心市街地活性
化による交流拡大

①アートのまちづくりの推進
・文化芸術活動の拠点となる施設の整備・充実
・地域資源の活用や市民参加によるアートプロジェクトの推進
②地域スポーツの活性化
・当市を活動拠点とするスポーツチームの応援活動の促進
・地域スポーツチームや高等教育機関等との連携などを通じた、スポーツに親しむ環境整備と競技
力の向上
③中心市街地のにぎわい創出
・再開発等による交流空間の整備や商店街の魅力向上
・中心市街地の回遊性の向上や各種イベントの開催

基本目標２ 新しい人の流れをつくる
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＜参考＞ 八戸市まち・ひと・しごと創生総合戦略の概要

施策 主な個別施策
八戸ツーリズムの
推進

①観光ブランドの強化と誘客の推進
・観光地の施設整備などによる観光資源の充実
・新たな観光コンテンツ・観光ルートの開発
・各種コンベンションや研修旅行などの誘致
・観光資源の活用や広域連携などを通じた効果的な観光ＰＲ
②観光客の受入態勢の整備
・市民のおもてなし意識の醸成や市民ガイドの育成
・外国語対応を含むわかりやすい案内標示や観光情報の充実
・鉄道駅等と観光地を結ぶ二次交通の利便性向上

基本目標２ 新しい人の流れをつくる（続き）
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＜参考＞ 八戸市まち・ひと・しごと創生総合戦略の概要

施策 主な個別施策
安心して子どもを
産み育てられる環
境の充実

①結婚・出産の希望をかなえる施策の充実
・結婚を希望する若者に対する出会いの機会の支援
・健診や相談体制の充実など、出産環境の整備
②地域と連携した子育て支援の充実
・育児相談の充実や子育て情報の発信強化
・保育料軽減や医療費助成などの子育て家庭への経済的支援の拡充
・多様なニーズに対応した保育サービスの充実
③ワーク・ライフ・バランスの推進
・家庭・職場・地域における男女共同参画意識の醸成

地域と育む教育環
境の整備

①生きる力を育む教育の推進
・地域と連携した学校教育の推進による確かな学力と豊かな心の育成
・地域の歴史や産業などに対する理解の促進による郷土への誇りと愛着の育成
・特別な支援を必要とする子どもの療育と教育環境の充実
②本のまち八戸の推進
・幅広い世代の市民が本に親しむことができる機会や場の整備

基本目標３ 結婚・出産・子育ての希望をかなえる
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＜参考＞ 八戸市まち・ひと・しごと創生総合戦略の概要

施策 主な個別施策
地域における安心
の確立

①健康寿命の延伸に向けた施策の充実
・保健・医療・福祉の連携による総合的な健康づくり対策の推進
・乳幼児の健やかな成長や成人の生活習慣病予防などの健康づくり活動の促進
・高齢者の生きがいづくり・社会参加の促進
・各種講座や相談等による専門的かつ実践的な介護・認知症予防の推進
・権利擁護を必要とする人に対する相談体制の充実や市民後見活動の推進
・地域や事業者等との連携による高齢者・障がい者等の見守り体制の強化
②質の高い医療環境の整備
・ドクターカーの運行などの救急医療体制の充実
・がん医療などの質の高い医療環境の整備
・修学資金制度の充実などによる医療従事者の確保
③防災力の強化
・公共施設等の耐震化推進
・津波避難施設や避難所、避難道路等の整備の推進
・防災訓練の充実などによる避難体制の強化
・市民研修会の開催や小・中学校での防災教育などによる自助・共助の意識醸成
・自主防災組織リーダーや防災士の育成など、地域の防災体制の強化

基本目標４ 住み続けたいまちをかたちづくる
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＜参考＞ 八戸市まち・ひと・しごと創生総合戦略の概要

施策 主な個別施策
地域における安心
の確立

④協働のまちづくりの推進
・奨励金制度や市民提案制度等による市民の多様な社会活動への参加の促進
・八戸市連合町内会連絡協議会との連携による加入促進、交付金制度の整備、地域リーダー
等の育成を通じた町内会・自治会の活性化

拠点機能の強化と
広域連携の推進

①シティプロモーションの推進
・市民の地域に対する誇りや愛着の醸成
・市内外へ向けた当市の魅力の戦略的な情報発信
②交通ネットワークの充実
・市内及び圏域における路線バスの利便性向上
・インターチェンジや駅前広場などの交通拠点の整備
③広域連携の推進
・八戸圏域定住自立圏における連携の推進
・連携中枢都市圏の形成による圏域全体の社会経済のさらなる活性化
・岩手県北地域などとの県境を越えた連携・交流の推進

基本目標４ 住み続けたいまちをかたちづくる（続き）
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１．少子高齢化・人口減少の進行

（2）都市のスポンジ化・インフラの老朽化
●空き家の動向

八戸市でも、空き家は増加するものと予測され、特に、
利用の予定が分からない「その他」の増加が懸念される

出典）住宅・土地統計調査
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１．少子高齢化・人口減少の進行

（2）都市のスポンジ化・インフラの老朽化
●公共施設およびインフラ施設の将来更新費用推計

八戸市の現在所有する公共施設等をそのまま更新（建替えや大規模改修等）
する場合、年平均で171.8億円の費用が見込まれる
これは、過去5年間にかかった投資的経費の年平均142.5億円の約1.2倍となる

出典）八戸市公共施設等総合管理計画

市内の公共施設の維持管理に関する将来更新費用の推計
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１．少子高齢化・人口減少の進行

（2）都市のスポンジ化・インフラの老朽化
＜参考＞都市計画マスタープラン

出典）八戸市都市計画マスタープラン

全体構想・コンセプト
持続可能な都市づくりを目指す「コンパクト
＆ネットワークの都市構造」
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１．少子高齢化・人口減少の進行

（2）都市のスポンジ化・インフラの老朽化
＜参考＞八戸市公共施設等総合管理計画

13
出典）八戸市公共施設等総合管理計画

公共施設等の管理に関する基本方針

長期的視点を持ちながら段階的に取り組む必要があることから、計画期間は2016年度（平成28年度）
から2025年度（令和7年度）までの10年間。人口減少および少子高齢化、施設の老朽化、更新時期
の集中に対応するため、次の４つの基本方針に基づき、適切な管理を推進
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１．少子高齢化・人口減少の進行

（2）都市のスポンジ化・インフラの老朽化
＜参考＞八戸市公共施設等総合管理計画

出典）八戸市公共施設等総合管理計画

基本方針に基づく取組
取組 取組内容

①点検・診
断の徹底

現在行っている定期点検や診断を引き続き適切に実施するとともに、関係部局において危険箇所等の情報
共有を図りながら、緊急性のあるものについては迅速に対応。また、点検・診断結果に基づく施設の状態を詳
細に把握・蓄積し、維持管理に活用

②維持管
理の適正
化

随時、公共施設等の劣化状況等を把握しながら、修繕や改修、更新など、効率的かつ適正な維持管理に
努める。また、耐用年数経過後の更新に当たっては、単に同規模で更新するのではなく、利用者数等の見込
みに応じた適正な規模への縮減を検討。施設の改修・更新等に当たっては、高齢者、障がい者、子育て世代、
外国人等、誰もが安心して快適に利用できるように、ユニバーサルデザインの考え方に対応した整備を進める

③長寿命
化の推進

長期的視野に立ち、ライフサイクルコスト縮減や公共施設等の維持管理に係る予算の平準化を図るため、対
処療法的な維持管理（事後保全）から計画的な維持管理（予防保全）へと管理手法の転換を行うなど
により、長寿命化に努める

④耐震化
の推進

人口減少や少子高齢化等の人口動態の変化に対応した公共施設等の規模や配置の適正化を実現させる
ため、異なる機能を持つ施設の複合化や類似施設の集約化等により、必要な市民サービスの確保にも十分
配慮しながら統廃合を検討

⑤既存施
設等の統
廃合

人口減少や少子高齢化等の人口動態の変化に対応した公共施設等の規模や配置の適正化を実現させる
ため、異なる機能を持つ施設の複合化や類似施設の集約化等により、必要な市民サービスの確保にも十分
配慮しながら統廃合を検討⑥除却の推進

⑥除却の
推進

老朽化等により廃止され、かつ、今後も利用見込みのない施設については、老朽化による破損等により周辺
の環境や治安に対して悪影響を及ぼす可能性があるため、施設周辺の安全や景観等に配慮しつつ、優先順
位を定めて計画的に施設の除却を進める



15

１．少子高齢化・人口減少の進行

（３）少子・高齢化

出典）八戸市人口ビジョン

八戸市人口ビジョンの人口推計・高齢化率の予測

2060年の高齢化率は34.4％、年少人口率は14.4％
（合計特殊出生率2.07︓2040年）と予測

合計特殊出生率の予測（八戸市人口ビジョン）
2030年に1.8、2040年に2.07まで上昇する。（国の長期ビジョンや青森県の長期人口ビジョンと同様）
出生率の向上は、国策が大きく影響するものと考えられ、当市においては全国平均とほぼ同水準で推移して
いることから、今後の国・県・市の連携した取組により全国平均と同水準に改善していくことを見込む。
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２．技術の進展

●Society5.0（超スマート社会の到来）

出典）内閣府HP

https://www.gov-online.go.jp/cam/s5/#

情報社会（Society4.0）から超スマート社会
（Society5.0）に進展



２．技術の進展

17

●Society5.0の実現に向けた動き

出典）内閣府HP 地域力強化戦略本部資料（総務省）

〇成長戦略実行計画
〇骨太の方針2019
〇まち・ひと・しごと創生基本方針2019

国の大きな政策の方針

“Society5.0”の実現

を位置付け

地方での展開の方向性（例）

地域コミュニティの再生と維持
○就業の場の確保

・生活サービスの確保
○若者の「生活環境を変えたい」
という意識の変化を捉えた

担い手の確保

地域の安心・安全の確保
○災害の発生予防に資する

防災インフラの整備
○災害に対応できる人材の確保
○インフラの適正管理の推進等



２．技術の進展
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●Society5.0の地方での展開（実装）の方向イメージ

出典）地域力強化戦略本部資料（総務省）



２．技術の進展

19

●Society5.0の地方での展開（実装）の方向イメージ

出典）地域力強化戦略本部資料（総務省）



24
.9
 

24
.7
 

24
.5
 

24
.4
 

24
.2
 

24
.1
 

24
.0
 

23
.9
 

23
.7
 

23
.6
 

23
.4
 

23
.2
 

23
.0
 

853 827 798 
846 

790 751 
691 

764 
817 

923 962 
1,030 

1,200 

0

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

0

5

10

15

20

25

30

外
国
人
（
人
）

総
人
口
（
万
人
）

総人口 外国人

３．国際化の進展
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●市内の外国人の人口推移

出典）住民基本台帳（2011年度以前は外国人登録者数）・各年度3月末

2012年度以降、外国人人口の着実な増加、2018年では
1,200人まで上昇



３．国際化の進展
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●全国訪日旅行者数の推移

出典）日本政府観光局
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「明日の日本を支える観光ビジョン」では、2020年までに4千万人、
2030年までに6千万人の来訪達成が目標



４．今後想定される市内外の動き
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●今後実施が予定されている市内外の動き

出典）市作成資料

（例）
青森国民スポーツ大会（2025年）
市制施行100周年（2029年）など

※10月頃を目途に庁内照会を行い、その結果を踏まえ情報を追加していく予定


